
調 理 従 事 者 の 検 便 検 査 か ら 検 出 さ れ た O - 15 7、 O - 26、 サ ル モ ネ ラ 菌 の 検 出 状 況  

〇 前 田  尚 子 1 )、 刑 部  良 太 1 )、 西 村  知 恵 1 )、 上 阪  光 正 1 )、 山 本  幸 司 1 )  

株 式 会 社  近 畿 予 防 医 学 研 究 所 1 )  

 

【 は じ め に 】   

20 1 4 年 ～ 2 01 8 年 の 5 年 間 に 受 託 し た 調 理 従 事 者 の 検 便 検

体（ 約 6 0 万 検 体 ）を 対 象 と し て 、赤 痢 菌 、サ ル モ ネ ラ 菌 、

O - 15 7、 O -2 6、 O -111、 の 陽 性 数 及 び 血 清 型 の 検 出 状 況 を

調 査 し た の で 報 告 す る 。  

【 対 象 お よ び 方 法 】  

検 便 採 取 容 器 は 、 栄 研 化 学 の Ｐ 採 便 管 で 採 取 し た も の を 検

体 と し た 。 赤 痢 菌 、 サ ル モ ネ ラ 菌 、 O - 1 57 培 養 依 頼 に つ い

て は 、栄 研 化 学 の 5 S＋ A / C T- S MA C SP を 使 用 、O - 2 6、O - 111、

の 依 頼 は 、 酵 素 基 質 を 利 用 し た 5 S＋ A / V IE HE C を 使 用 し

た 。 培 養 方 法 に つ い て は 、 自 動 検 便 塗 布 装 置 （ 吉 川 工 業 ）

を 使 用 し 培 地 へ の 塗 布 、培 養 を 行 っ た 。細 菌 同 定 は A P I 20E

で 判 定 し 、抗 血 清 型 別 判 定 は 、死 菌 テ ス ト に よ り 決 定 し た 。

ベ ロ 毒 素 検 査 は 、R PLA 法（ デ ン カ 生 研 ）に よ り V T1、V T2

の 確 認 を 行 っ た 。  

【 結 果 】  

20 1 4 年 ～ 2 01 8 年 の 5 年 間 に 調 理 従 事 者 の 検 便 検 査 で 分 離

さ れ た 病 原 菌 は 、サ ル モ ネ ラ 菌 3 5 3 株 と 腸 管 出 血 性 大 腸 菌

2 7 株 で 総 数 は 3 8 0 株 （ 陽 性 率 0 . 0 6％ ） で あ っ た 。  

サ ル モ ネ ラ 菌 の 抗 血 清 タ イ プ は 、O - 4 群 9 6 株 、O - 7 群 1 5 4

株 、 O - 8 群 70 株 、 O -9 群 16 株 、 O 3・ 10 群 6 株 、 そ の 他

群 11 株 で あ っ た （ サ ル モ ネ ラ 菌 陽 性 率 0 . 0 58％ ）。  

腸 管 出 血 性 大 腸 菌 で は 、O - 1 5 7（ ベ ロ 毒 素 陽 性 ）2４ 株 、O - 2 6

（ ベ ロ 毒 素 陽 性 ） 3 株 で あ っ た （ 腸 管 出 血 性 大 腸 菌 陽 性 率

0 .0 0 45％ ）。ベ ロ 毒 素 タ イ プ の 内 訳 は 、V T1、V T 2 共 に 陽 性

が 6 株 、V T 1 の み 陽 性 が 11 株 、V T 2 の み 陽 性 が 1 0 株 で あ

っ た 。  

【 ま と め 】  

20 11 年 は ユ ッ ケ か ら の 腸 管 出 血 性 大 腸 菌 O - 111 に よ る 、

食 中 毒 で 死 亡 事 例 が 話 題 に な っ た が 、調 理 従 事 者（ 健 常 者 ）

か ら の 検 便 検 査 に お い て も 、5 年 間 で 2 7 例 の ベ ロ 毒 素 陽 性

者 が 見 ら れ た 。ま た 、サ ル モ ネ ラ 菌 も 3 5 3 名 検 出 さ れ た 事

か ら 、 改 め て 調 理 従 事 者 の 検 便 検 査 の 必 要 性 を 実 感 し た 。

今 後 も 継 続 し て 検 出 状 況 の 推 移 を 追 っ て 行 き た い 。  
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Bordete l la  ho lmes i i による百日咳症状を呈 した成人症例について   

〇 中 谷  瑞 希 1 )、 吉 田  弘 之 1 )  2 )、 表 口  真 穂 1 )、 松 本  朋 子 1 )、 橘  美 希 1 )、 森 川  友 里 加 1 )、  

八 木  考 洋 1 )、 島 田  一 彦 1 )  

株 式 会 社  兵 庫 県 臨 床 検 査 研 究 所 1 )、 神 戸 大 学 大 学 院 保 健 学 研 究 科 2 )  

 

【 は じ め に 】 B o rd e t e l l a 属 の な か に は 、百 日 咳 の 原 因 菌 で

あ る B .p er t us s i s の 他 に 、 B .p ar ap e r tu ss i s 、 B .h o l m es i i

お よ び B . b ro nc h i se p t i c a が ヒ ト の 疾 患 に 関 与 し て い る 。

B . p a ra p e r tu ss i s と B . ho l me s i i は 性 状 が 類 似 し て お り 、一

般 的 な 同 定 検 査 で は 鑑 別 が 困 難 で あ り 、 遺 伝 子 学 的 検 査 に

頼 ら ざ る を 得 な い 。 今 回 我 々 は 百 日 咳 疑 い と 診 断 さ れ た 患

者 検 体 か ら 菌 を 分 離 し 、質 量 分 析 に よ り 、B . h o l me s i i を 同

定 し 診 断 に 寄 与 で き た の で 報 告 す る 。  

【 症 例 】3 0 歳 代 、女 性 。【 家 族 歴 】小 学 生 女 児 の 母 。【 主 訴 】

発 熱 、 鼻 水 、 咽 頭 痛 。  

【 現 病 歴 】 娘 の 同 級 生 (隣 席 )が 百 日 咳 に 罹 患 し (臨 床 診 断 )、

後 日 娘 も 百 日 咳 様 症 状 を 発 症 し た が 、 他 院 で マ ク ロ ラ イ ド

を 投 薬 さ れ 軽 快 し た 。 そ の 後 、 本 人 に 3 8℃ の 発 熱 と 鼻 水 、

咽 頭 痛 を 伴 う 感 冒 症 状 が 出 現 し 、 医 院 を 受 診 。 セ フ ェ ム 系

内 服 薬 を 処 方 さ れ る も 改 善 が な く 、2 0 X X 年 7 月 11 日 に A

市 B 病 院 を 受 診 、細 菌 検 査 が 当 社 に 出 検 さ れ た 。来 院 時 の

問 診 で ワ ク チ ン の 接 種 暦 は 確 認 で き て い る 。  

【 臨 床 経 過 】培 養 検 査 か ら B . h o l m es i i を 分 離 し た 。A ZM (ア

ジ ス ロ マ イ シ ン )の 3 日 間 の 投 与 で 症 状 は 改 善 し 、 7 月 1 7

日 の 受 診 で 軽 快 を 確 認 、 終 診 と な っ た 。  

【 ま と め 】B .h o l m e s i i は 、百 日 咳 と 同 様 の 症 状 を 呈 す る こ

と が 知 ら れ て い る が 、 通 常 の 同 定 方 法 で は

B . p a ra p e r tu ss i s と 鑑 別 が つ か ず 、日 本 で は B . ho l me s i i  の

症 例 報 告 は ま だ 数 少 な い 。 今 回 、 質 量 分 析 を 使 用 し た 事 で

B . ho l me s i i と 同 定 で き 、貴 重 な 症 例 を 経 験 す る こ と が で き

た 。 後 日 、 神 戸 大 学 に て 1 6 S  r - R NA で B . ho l me s i i と 確 定

で き た こ と を 付 記 し て お く 。  

衛 2 



全 自 動 化 学 発 光 免 疫 測 定 装 置  A l in i ty  i シ ス テ ム I 2 に 更 新 後 の 検 査 業 務 の 動 向   

〇 松 倉  嘉 士 1 )、 森  茜 1 )、 吉 田  哲 治 1 )、 鈴 木  明 仁 1 )、 山 本  博 昭 1 )、 荒 木  年 夫 1 )  

(株 )大 阪 血 清 微 生 物 研 究 所  検 査 部 1 )  

 

【 は じ め に 】 当 社 に お い て 感 染 症 検 査 （ H B s 抗 原 ・ 抗 体 、

HC V 抗 体 、 H I V 抗 原 抗 体 等 、他 1 0 項 目 ）を A R C HI TE C T  

i2 00 0 で 測 定 し て い た 。 搬 送 ラ イ ン に 接 続 し 運 用 し て い た

た め 、 検 体 が 集 中 す る 時 間 帯 で は 検 体 ラ ッ ク が 停 滞 し 、 検

査 結 果 の 遅 れ と 業 務 終 了 時 間 が 遅 く な っ て し ま う こ と が あ

っ た 。 こ の 問 題 を 解 消 す る た め 、 A l in i t y  i シ ス テ ム I 2 連

結 機 器 の 導 入 を 行 い 、 TAT の 検 証 を 行 っ た の で 報 告 す る 。 

 

【 対 象 お よ び 方 法 】 測 定 機 器 は ア ボ ッ ト ジ ャ パ ン 株 式 会 社

A l in i t y  i シ ス テ ム  I 2 連 結 機 器（ ス タ ン ド ア ロ ー ン で 設 置 ）

と 同 メ ー カ ー の A R C HI TE C T  i 20 0 0 を 使 用 し た 。比 較 対 象

期 間 は 2 0 1 9 年 5 月 2 1 日 、 2 2 日 と 2 0 1 8 年 5 月 2 2 日 、 2 3

日 の 2 日 間 （ 共 に 火 、 水 ） と し た 。  

 

【 結 果 】2 01 9 年 と 20 1 8 年 の 2 日 間 の 測 定 終 了 時 間 を 比 較

し た 結 果 、 火 曜 日 ど う し の 比 較 で は 約 1 0 分 程 度 、 水 曜 日

ど う し で は 約 2 0 分 程 度 、 終 了 時 間 の 短 縮 が 確 認 さ れ た 。  

 

 

 

【 ま と め 】 A l in i ty  i シ ス テ ム I 2 連 結 機 器 は 各 モ ジ ュ ー ル

に バ ラ ン ス 良 く 検 体 を 振 分 け る こ と が 出 来 、 試 薬 架 設 及 び

消 耗 品 の 補 充 も リ ア ル タ イ ム で 行 え る 機 器 で あ る 。 ま た 設

置 を ス タ ン ド ア ロ ー ン に す る こ と で 感 染 症 項 目 の み 分 注 さ

れ た 検 体 を ほ ぼ 待 機 す る こ と な く 測 定 で き る た め 、 業 務 効

率 を 上 げ る こ と が 期 待 で き る 。  
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全 自 動 化 学 発 光 免 疫 測 定 装 置 A te l l i ca  IM 1 60 0  の 基 礎 的 検 討  

〇 松 田  直 樹 1 )、 高 田  直 美 1 )、 松 本  浩 靖 1 )  

日 本 医 学 株 式 会 社 1 )  

 

【 は じ め に 】  今 回 、 新 し い 搬 送 シ ス テ ム や コ ン ト ロ ー ル

自 動 測 定 機 能 が 搭 載 さ れ た シ ー メ ン ス 社 の 免 疫 測 定 機

A t e l l i c a I M 1 60 0 を 検 討 す る 機 会 を 得 た の で 報 告 す る 。  

【 方 法 ・ 結 果 】  測 定 項 目 は A FP、 C E A、 P SA、 C A 1 9 -9、

C A 12 5、 イ ン ス リ ン 、 T SH、 FT 3、 F T 4、 T 4、 HB s 抗 原 、

HB s 抗 体 の 1 2 項 目 で A t e l l i ca 専 用 試 薬 を 用 い た 。 ① 同 時

再 現 性：管 理 血 清 3 濃 度 を 1 0 回 測 定 し て C V は 0 . 7～ 4 . 0 %

で あ っ た 。 ② 日 差 再 現 性 ： 3 4 日 間 、 管 理 血 清 3 濃 度 を

A t e l l i ca 内 の コ ン ト ロ ー ル 用 保 冷 庫 に 設 置 保 管 し た 状 態 で

測 定 し た 。 同 一 バ イ ア ル で の 最 長 設 置 期 間 は 16 日 間 で あ

っ た 。 C V は 1 . 5～ 7 . 2 %で あ っ た 。 ③ 希 釈 直 線 性 ： 1 0 段 階

希 釈 し た も の を 2 重 測 定 し た 。検 量 線 上 限 付 近 ま で 直 線 性

を 認 め た 。 ④ 検 出 限 界 ( Lo D )： 2 . 6 S D 法 （ 10 段 階 希 釈 1 0

重 測 定 ） は 試 薬 添 付 文 書 に 示 さ れ た 成 績 と 同 等 以 上 で あ っ

た 。⑤ 相 関：  C e n t au rX P を 対 照 と し て n = 50～ 3 1 2 で 実 施

し た 。相 関 係 数 は 0 . 94 95～ 0 . 9 99 1 と 良 好 で あ っ た が F T3、

F T 4 は 回 帰 直 線 が 原 点 か ら 離 れ た 。 ⑥ 妨 害 物 質 の 影 響 ： 干

渉 チ ェ ッ ク  ( B i l - F、 B i l -C、 ヘ モ グ ロ ビ ン 、 乳 び )を 用 い て

測 定 し た 結 果 、 影 響 は 見 ら れ な か っ た 。 イ ン ス リ ン の ヘ モ

グ ロ ビ ン 添 加 で 低 値 化 を 予 想 し て い た た め 、 追 加 検 討 を 実

施 し た 。 赤 血 球 を 凍 結 ・ 融 解 し て 溶 血 さ せ た も の を 添 加 し

た 結 果 、ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 0 . 5 g / d L で 約 2 0 %低 値 と な っ た 。 

【 考 察 】  相 関 検 討 の FT 3、 FT 4 に お い て 、サ ン プ ル の 測

定 値 が 狭 い 範 囲 に 集 中 し た こ と が 、 回 帰 直 線 が 原 点 か ら 離

れ た 原 因 だ と 考 え ら れ た 。 妨 害 物 質 の 検 討 に お い て 、 干 渉

チ ェ ッ ク の ヘ モ グ ロ ビ ン に は イ ン ス リ ン を 分 解 す る プ ロ テ

ア ー ゼ が 含 ま れ な い 、 も し く は 失 活 し て い る た め に 低 値 化

し な か っ た と 考 え ら れ た 。 溶 血 の 影 響 を 確 認 し た い 場 合 に

は 、 実 際 に 赤 血 球 を 溶 血 さ せ た も の を 用 い る 必 要 が あ る 。  

【 ま と め 】  今 回 の 検 討 で 相 関 、 妨 害 物 質 に お い て 問 題 点

は 認 め ら れ た も の の 許 容 範 囲 内 で あ り 、 再 現 性 ・ 直 線 性 等

の 精 度 面 に つ い て は C e n ta ur XP よ り 向 上 し て お り 、 ル ー

チ ン 運 用 に 充 分 適 応 で き る 結 果 で あ っ た 。 コ ン ト ロ ー ル 用

保 冷 庫 が 装 備 さ れ 、 事 前 設 定 し た 日 時 に コ ン ト ロ ー ル の 自

動 測 定 が 可 能 に な っ た こ と に よ り 、 始 業 時 の 作 業 軽 減 や 測

定 開 始 時 刻 が 早 ま る な ど 業 務 効 率 化 へ の 貢 献 が 期 待 で き る 。 
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「 エ ク ル ー シ ス 試 薬  ビ タ ミ ン D ト ー タ ル Ⅱ 」 の 基 礎 的 検 討  

〇 愛 原  亮 彦 1 )、 寺 田  茜 1 )、 時 岡  宏 行 1 )、 布 村  恭 一 1 )  

（ 株 ） 日 本 医 学 臨 床 検 査 研 究 所  第 一 検 査 部  臨 床 化 学 課 1 )  

 

【 目 的 】 骨 粗 鬆 症 の よ う な 代 謝 性 骨 疾 患 の 原 因 の ひ と つ に

ビ タ ミ ン D の 非 充 足 が 挙 げ ら れ る 。国 内 に お け る 骨 粗 鬆 症

の 患 者 は 1 2 00 万 人 以 上 と 推 定 さ れ て い る が 、 実 際 に 医 療

機 関 を 受 診 し て い る の は 2 割 程 度 と い わ れ て い る 。骨 折 か

ら 被 介 護 状 態 に な り 元 通 り に 歩 け な く な る ケ ー ス も あ り 、

骨 折 の 予 防 と い う 観 点 か ら 骨 粗 鬆 症 の 治 療 は 重 要 で 高 齢 化

に 伴 い 大 き な 問 題 で あ る 。 2 0 1 8 年 9 月 1 日 よ り 、 原 発 性

骨 粗 鬆 症 患 者 に 対 し て 治 療 薬 選 択 時 の ビ タ ミ ン D 充 足 度 合

い の 評 価 に 用 い ら れ る エ ク ル ー シ ス 試 薬 ビ タ ミ ン D ト ー タ

ル Ⅱ が 保 険 適 用 に な っ た 。 今 回 、 こ の 試 薬 を 導 入 す る た め

基 礎 検 討 を 行 っ た の で 報 告 す る 。  

【 方 法 】検 討 試 薬 と し て「 エ ク ル ー シ ス 試 薬 ビ タ ミ ン D ト

ー タ ル Ⅱ 」（ E C LIA 法 ）、 現 行 試 薬 と し て 「 リ エ ゾ ン 2 5 水

酸 化 ビ タ ミ ン D ト ー タ ル 」（ C LI A 法 ）を 用 い た 。検 討 試 薬

の 測 定 装 置 は c o b as  e8 01（ ロ シ ュ・ダ イ ア グ ノ ス テ ィ ッ ク

ス 株 式 会 社 ）、 現 行 試 薬 の 測 定 装 置 は LIA I S O N  XL（ 協 和

メ デ ッ ク ス 株 式 会 社 ） で あ っ た 。 検 討 試 薬 の 再 現 性 、 相 関

性 、 希 釈 直 線 性 、 共 存 物 質 の 影 響 、 定 量 限 界 を 評 価 し た 。  

【 結 果 】 同 時 再 現 性 ( 3 濃 度 、 n = 1 0 )は C V： 0 . 9 6～ 4 . 5 5 %、

日 差 再 現 性 ( 2 濃 度 、 1 0 日 間 )は C V： 1 . 94～ 4 . 6 3 %と な り 良

好 で あ っ た 。 現 行 試 薬 と の 相 関 性 ( n = 11 2 ) は

y =0 . 9 26 x + 0 . 09 3、 r = 0 .9 7 4 と な っ た 。 直 線 性 は 低 値 に い く

に つ れ て 結 果 が 理 論 値 と 合 わ な い 結 果 と な っ た 。 こ れ に つ

い て は 添 付 文 書 に 希 釈 検 体 の 実 濃 度 が ＞ 4 0n g / mL と な る

よ う に 希 釈 す る と い う 注 意 書 き が あ り 、＞ 4 0n g / mL の 範 囲

で は 7 8 . 6 n g / m L ま で 直 線 性 が 確 認 で き た 。共 存 物 質 の 影 響

は ビ リ ル ビ ン F  2 0 . 0m g / d L、 ビ リ ル ビ ン C  2 0 . 0m g / d L、 ヘ

モ グ ロ ビ ン 5 0 0 mg / d L、乳 び 濁 度 1 40 0 ま で 影 響 は な か っ た 。

定 量 限 界 は 2 . 6 8 6n g / mL で あ り 、 試 薬 添 付 文 書 に 記 載 さ れ

て い る 定 量 限 界 5 n g / m L を 十 分 に 満 た し て い た 。  

【 考 察 】 今 回 の 結 果 に よ り 「 エ ク ル ー シ ス 試 薬 ビ タ ミ ン D

ト ー タ ル Ⅱ 」 は 基 礎 検 討 に お い て 概 ね 良 好 な 結 果 が 得 ら れ

た 。  
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抗凝固剤入り血液の混入がプレーン採血管血液に与える影響 

〇石田 有紀 1)、藤田 宜子 1)、上甲 真弓 1)、梅田 健太 1) 

島田一彦 1) 

（株）兵庫県臨床検査研究所 検査部 1) 

 

【はじめに】採血時、プレーン採血管(以下プレーン管)採取血液に影響

を与える原因として抗凝固剤入り血液の混入が挙げられる。今回はプレ

ーン管採取血液に混入した抗凝固剤（EDTA-2K）入り血液の量によって

測定値へ及ぼす影響に差があるか検討した。 

【検討および結果】測定機器：JCA-BM8060、使用採血管：TERUMO 

検討①プレーン管採取血液（各 6ml,4ml,2ml,1ml）に EDTA-2K 管採取血

液（各 0.5ml,0.3ml,0.1ml）を人工的に混入させ影響の程度を見るため

特に影響があるとされている項目について測定値を確認した。  

 

検討②採血順序による影響を見る為、シリンジで採血し EDTA-2K 管採取

後、針を刺した状態で転倒混和しその後プレーン管へ採取。被験者３名

で行い方法①と同様に測定値を確認し対照と比較した。 

 

【考察】検討①プレーン管血液 2ml に EDTA-2K を 0.1ml 滴下した時 ALP

と Fe 以外の項目、K（約 26％増加）、Ca（約 24％減少)、Mg（約 42％減

少)に大きな変化が見られた。よってプレーン管血液に約 5％EDTA-2K 血

液が含まれると上記 3 項目に影響を及ぼし、約 20％含まれると ALP、Fe

も影響を受けることが認められた。検討②対照と比較して検討①で大き

く影響のあった項目にも変化は見られない為、採血順序による影響はあ

まりないと考えられる。 

【まとめ】今回の検討より人工的に EDTA-2K 血液を混入させた場合、量

によって測定値が受ける影響に差はあるが採血順序による影響は少な

いことが確認された。また EDTA-2K 血液を 0.5ml 滴下した時プレーン管

血液 2ml、１ml の場合と EDTA-2K 血液 0.3ml 滴下した時プレーン管血液

1ml の場合に EDTA-2K 血液が約 20％以上含まれる事になり、それ以下の

場合変動が少ない項目もある。よって人工的に混入させても EDTA-2K 血

液が約 20％含まれる状態でないと臨床所見では抗凝固剤の混入に気付

きにくいと考える。 

                   連絡先 079-267-1251 
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ベンタナ HE600 （自 動 染色 ・封 入装置 ）の導 入効果について  

〇 中 尾  真 美 1 )、 箭 野  睦 弘 1 )、 谷  聖 司 1 )  

㈱ 日 本 医 学 臨 床 検 査 研 究 所  病 理 細 胞 診 セ ン タ ー  組 織 検 査 課 1 )  

 

【 は じ め に 】 病 理 組 織 検 査 は 、採 取 さ れ た 組 織 を  切 出 し

→ 包 埋 → 薄 切 → 染 色 → 封 入 の 工 程 を 経 て 標 本 が 作 製 さ れ る

が 、 そ の 過 程 に は ま だ ま だ 人 の 手 が か か る 検 査 で あ る 。 今

回 、 作 業 の 効 率 化 を 目 的 に ベ ン タ ナ HE600 を 導 入 し た の で

そ の 効 果 に つ い て 報 告 す る 。  

【 導 入 機 器 の 特 長 】ベ ン タ ナ HE600 は 、薄 切 ･伸 展 後 の 標 本

を 専 用 ト レ ー に セ ッ ト し 、 ベ ー キ ン グ か ら 封 入 ま で の 作 業

を 自 動 化 し た 機 器 で あ る 。 試 薬 は 専 用 試 薬 を 使 用 し 、 洗 浄

液 、 脱 パ ラ フ ィ ン 液 、 染 色 液 、 分 別 液 が ス ラ イ ド ご と に 分

注 さ れ る 。 封 入 剤 は カ バ ー ガ ラ ス に 塗 布 さ れ て お り 、 開 始

か ら 標 本 完 成 ま で の 時 間 は 1 時 間 で あ る 。  

【 作 業 工 程 】薄 切 ･伸 展 後 の 標 本 は 、伸 展 ⇒ 乾 燥 ⇒ 染 色 ⇒ ラ

ベ ル 乾 燥 ⇒ 封 入 ⇒ 乾 燥 ⇒ 検 鏡 の 工 程 で 作 業 が 進 み 、 約 2 時

間 後 に 標 本 が 出 来 上 が り 検 鏡 で き る 。 各 工 程 に は 人 に よ る

移 動 ･架 設 作 業 が 伴 う 。 こ の 工 程 が 1 日 に 約 20 回 繰 り 返 さ

れ る 。 機 器 導 入 に よ り 、 乾 燥 ⇒ 染 色 ⇒ ラ ベ ル 乾 燥 ⇒ 封 入 ⇒

乾 燥 ま で が 完 全 自 動 化 さ れ て い る の で 、 伸 展 ⇒ 染 色 封 入 ⇒

検 鏡 と な り 、 工 程 数 が 少 な く な っ た 。  

 

【 効 果 】 自 動 化 さ れ た こ と に よ り 次 工 程 に 移 る 際 に か か っ

て い た 作 業 が 80 工 程（ 4 工 程 ×20 回 ）約 1 時 間 削 減 で き 効

率 化 に つ な が っ た 。 標 本 が 早 く 完 成 す る こ と で そ の 後 の 業

務 に 早 く 取 り 組 め 、 検 査 室 全 体 の 終 了 時 間 が 1 時 間 早 く な

り 大 幅 な 経 費 削 減 と な っ た 。 ま た 、 試 薬 調 製 が 不 要 な 専 用

試 薬 を 使 用 す る た め に 試 薬 管 理 が 簡 単 に な り 、調 製 間 違 い 、

セ ッ ト 間 違 い の 防 止 に も 繋 が っ た 。 そ の 他 、 ス ラ イ ド 1 枚

毎 に 常 に 新 し い 試 薬 を 吹 き か け て 染 色 す る 仕 様 に よ り 標 本

間 の コ ン タ ミ ネ ー シ ョ ン が 回 避 で き 精 度 の 向 上 に 繋 が っ た 。

試 薬 は 、 キ シ レ ン 、 エ タ ノ ー ル を 使 用 し て お ら ず 、 健 康 、

環 境 に も 配 慮 さ れ た 結 果 と な っ た 。  

【 ま と め 】  

ベ ン タ ナ HE600 を 導 入 す る こ と で 、 作 業 効 率 及 び 検 査 精 度

が 大 幅 に 向 上 し 、 健 康 環 境 の 改 善 も で き る 効 果 を 得 た 。  
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学 童 尿 検 査 に お け る 過 去 デ ー タ の 推 移  

〇 竹 本  一 紀 1 )、 三 井  祐 宏 1 )、 大 屋  智 史 1 )、 木 村  眞 明 1 )  

㈱ 日 本 医 学 臨 床 検 査 研 究 所  第 一 検 査 部  臨 床 血 液 課 1 )  

 

 

今 回 当 施 設 に 搬 入 さ れ た 学 童 尿 検 査 の デ ー タ を 集 計 し た

の で 推 移 と 傾 向 を 報 告 す る 。  

【 目 的 】  

 学 童 尿 検 査 に つ い て 、 過 去 の 結 果 等 を 基 に 、 出 検 数 、 陽

性 率 な ど の 推 移 や 傾 向 に つ い て 調 査 し 品 質 向 上 に 役 立 て る 。 

【 調 査 期 間 】  

20 10 年 か ら 2 0 18 年 に 当 社 に 搬 入 さ れ た 学 童 尿 検 査 を 集

計 し た 。  

【 方 法 】  

①  尿 蛋 白 定 性 、糖 、潜 血 、ウ ロ ビ リ ノ ー ゲ ン の 4 項 目 の 出

検 数 、 陽 性 率 に つ い て 調 査 し た 。  

②  特 に 陽 性 率 の 変 動 が 大 き か っ た 尿 蛋 白 定 性 に つ い て 、未

就 学 児 、小 学 生 、中 学 生 、高 校 生 、そ れ 以 上 の 各 年 代 別

に 出 検 割 合 や 陽 性 率 の 集 計 を 行 っ た 。  

③  全 国 的 に 行 わ れ た 学 童 検 診 の 集 計 結 果（ 小 学 校 、中 学 校 、

高 等 学 校 ） と 比 較 を 行 っ た 。  

【 結 果 】  

①  糖 、潜 血 、ウ ロ ビ リ ノ ー ゲ ン に つ い て は 目 立 っ た 変 化 は

な か っ た が 、蛋 白 定 性 の 陽 性 率 の み が 年 々 上 昇 し た 後 に

一 定 を 推 移 し て い た 。  

②  尿 蛋 白 定 性 に つ い て 、陽 性 率 が 高 い 年 度 、年 代 が あ る こ

と が 明 ら か に な っ た 。ま た 、こ れ ら は 陽 性 率 が 著 し く 高

い 学 校 （ 施 設 ） が 存 在 す る 影 響 で あ る こ と が 判 明 し た 。 

③  陽 性 率 が 著 し く 高 い 学 校（ 施 設 ）を 除 い た 結 果 、全 国 的

に 行 わ れ た 学 童 検 診 の 集 計 結 果 と ほ ぼ 同 程 度 の 陽 性 率

で あ る こ と が 分 か っ た 。  

【 考 察 】  

尿 蛋 白 定 性 が 陽 性 を 示 す 要 因 と し て は 、 腎 臓 や 膀 胱 、 尿

道 な ど の 炎 症 や 疾 患 な ど か ら 起 因 す る 病 的 蛋 白 尿 と 運 動 後

な ど の 採 尿 に 起 因 す る 良 性 の 体 質 性 蛋 白 尿（ 起 立 性 蛋 白 尿 ）

が あ る 。今 回 の 調 査 結 果 で 陽 性 率 が 著 し く 高 い 学 校（ 施 設 ）

が あ る 事 が 判 明 し た 。 該 当 施 設 が あ れ ば 、 採 尿 方 法 の 改 善

を 指 導 す る 事 が 必 要 と な り 、 そ の た め に も 陽 性 率 の 推 移 を

常 に 確 認 す る 事 は 大 切 で あ る 。  
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